
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

手
づ
く
り
の
品
々
が
ず
ら
り

　

手
づ
く
り
の
陶
器
や
小
物
類
な
ど

を
集
め
た
「
第
６
回
た
ざ
わ
こ
ク
ラ

フ
ト
市
」
が
５
月
20
日
か
ら
２
日
間
、

思
い
出
の
潟
分
校
で
開
催
さ
れ
、
約

２
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員

長
を
務
め
る
桜
田
祐
美
さ
ん
は
「
丁

寧
に
作
ら
れ
た
も
の
を
長
く
使
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
、
潟
分

校
自
体
が
表
し
て
い
る
。
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ん
に
そ
の
思
い
と
手
作
り

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　第6回たざわこクラフト市

今年は県内外から約 47 店舗が出店。桜田さんは「なるべく新しい
お店を選び、常連さんも目を引く工夫をしている」と話しました。

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

み

５
万
９
千
本
を
一
斉
植
栽

　

５
月
28
日
、
国
道
１
０
５
号
沿
い

約
4.6
㎞
区
間
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
植
栽
を

行
っ
た
の
は
、
西
明
寺
中
学
校
の
生

徒
や
地
元
住
民
の
方
々
で
、
道
路
両

脇
の
花
壇
に
、
オ
レ
ン
ジ
と
黄
色
の

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
一
斉
植
栽

に
合
わ
せ
、
花
苗
の
販
売
イ
ベ
ン
ト

「
花
の
市
」
が
市
役
所
西
木
庁
舎
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
、
花
の
苗
を
買
い

求
め
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　にしきのフラワーロード105

手際よくマリーゴールドの苗を植える参加者たち。

　

５
月
24
日
、
生
保
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
、
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
全
校
児
童
と
だ

し
の
こ
園
の
園
児
た
ち
が
参
加
し
、
学
年

ご
と
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
管
理
者
協

会
関
係
者
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
訓
練
用
の
路
上
に
整
備
さ
れ
、
自

転
車
専
用
通
路
や
信
号
機
付
き
の
横
断
歩

道
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
正

し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
熱
心
に
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

秋
田
仙
北
会
高
橋
キ
ヌ
子
社
中 

民
謡
民
舞
少
年
少
女
北
東
北

大
会
で
優
勝

　

４
月
30
日
、北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
（
公

財
）
日
本
民
謡
協
会
主
催
の
「
民
謡
民
舞
少

年
少
女
北
東
北
大
会
」
で
、
秋
田
仙
北
会
高

橋
キ
ヌ
子
社
中
の
皆
さ
ん
が
、
民
舞
団
体
と

個
人
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
８
月
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。

横断歩道の渡り方を学ぶ児童たち。

団体の部（秋田おばこ節）で優勝した皆さん。「全国大会でも入賞
できるように、練習を重ねて頑張ります」と笑顔で話しました。
左から川越聖来さん（角館中 1 年）、髙橋翔愛さん（神代中 2 年）、佐々
木栞奈さん（神代小 5 年）、佐川和花さん（生保内中 2 年）、川越
聖音さん（角館中 1 年）。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
共
に

　

５
月
26
日
、
生
保
内
小
学
校
中
庭

で
、
昔
ば
な
し
大
学
創
立
25
周
年
を

記
念
し
た
植
樹
の
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
生
保
内
地
域
運
営
体

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
同
大
学
の

創
設
者
・
小
澤
俊
夫
氏
や
大
仙
市
出

身
の
歌
手
・
青
谷
明
日
香
さ
ん
を
は

じ
め
、
生
保
内
地
域
運
営
体
、
生
保

内
小
学
校
の
児
童
な
ど
約
２
３
０
人

が
参
加
。
小
澤
夫
妻
と
代
表
児
童
が

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
苗
木
１
本
を

丁
寧
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　生保内小学校で記念植樹の会

青谷明日香さんの代表曲「あんべいいな」を全校児童が歌う中、心
を込めて苗木を植える児童たち。

昔
ば
な
し
を
学
び
伝
え
る

　

５
月
27
日
・
28
日
に
、
昔
話
を
語

り
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
昔
ば

な
し
大
学
の
創
立
25
周
年
を
記
念
す

る
秋
田
大
会
が
仙
北
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
５
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
27
日
は
創
設
者
の

小
澤
俊
夫
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
思
い
出
の
潟
分
校
で
交
流

夕
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
28
日
は
、

受
講
者
が
日
頃
研
究
を
進
め
て
き
た

地
方
の
昔
話
に
つ
い
て
、
地
元
の
言

葉
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

　昔ばなし大学25周年記念大会

「日本の昔話と伝説　子どもたちへの贈り物」と題した講演を行う小
澤俊夫氏。

山開きを記念して、関係者がテープカット。

秋
田
駒
ヶ
岳
で
山
開
き

ひでこ節を踊り、個人の部
で優勝した佐川和花さん。

　

６
月
１
日
、
秋
田
駒
ヶ
岳
の
山
開
き
が

行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
が

シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
に
見
舞
わ

れ
、
八
合
目
休
憩
所
で
神
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
終
了
後
に
は
、（
一
社
）
田
沢
湖

観
光
協
会
の
佐
藤
和
志
会
長
が
「
昨
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
『
に
っ
ぽ
ん
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
１
０
０
』
と
い
う
番
組
で
、
八
幡

平
の
コ
ー
ス
が
一
番
人
気
で
し
た
。
山

ブ
ー
ム
が
再
び
起
こ
り
つ
つ
あ
る
今
こ

そ
、
山
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
門
脇
市
長
は
「
駒
ヶ
岳
は
何
回

登
っ
て
も
違
う
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る

山
で
す
。
私
は
高
山
植
物
が
こ
れ
だ
け

群
生
し
て
い
る
山
は
他
に
は
知
り
ま
せ

ん
。
こ
の
山
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
方
々
が

全
国
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
仙
北
市
内
で
駒
ヶ
岳
の

美
し
さ
、
楽
し
さ
を
享
受
で
き
て
い
な
い

方
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

例
年
行
わ
れ
て
き
た
式
典
後
の
記
念

登
山
は
、
昨
年
に
続
き
悪
天
候
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

シーズン中の無事故を祈願しました。

生
保
内
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

５
月
14
日
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で「
第
２
回
仙
北
市
移
住
者
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
＆
Ｋ
工
房

代
表
の
土
屋
和
久
さ
ん
が
主
催
し
た

こ
の
交
流
会
に
は
、
仙
北
市
に
移
住

さ
れ
た
方
々
、
移
住
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
方
々
な
ど
17
人
が
参
加
。
新
緑
の

こ
の
時
期
が
美
し
く
て
移
住
を
決
め

た
話
や
除
雪
・
冬
場
の
対
策
に
つ
い

て
の
話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や

工
夫
を
凝
ら
し
た
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
季
節
に
応
じ
た
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
含
め
た
形
で
、
移
住
者
交

流
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

第
２
回

仙
北
市
移
住
者
交
流
会

　

５
月
21
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
、
関
東
地
区
桧
木
内
中
学
校
同
窓

会
の
総
会
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
60
人
の
会
員
が

参
加
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
懐
か

し
い
面
々
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
民
謡

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し

な
が
ら
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。参加者は交流を深めながら、楽しい時間を過ごしました。

関
東
地
区
桧
木
内
中
学
校
同
窓
会

第
20
回
総
会
・
懇
親
会

　

５
月
21
日
、
湯
沢
市
の
稲
川
野
球
場

で
「
第
32
回
秋
田
県
中
学
校
春
季
軟
式

野
球
大
会
」
の
決
勝
が
行
わ
れ
、
神
代

中
学
校
が
６
対
１
で
八
竜
中
学
校
を
下

し
、
初
優
勝
し
ま
し
た
。

第
32
回
秋
田
県
中
学
校
春
季
軟
式
野
球
大
会

神
代
中
学
校
が
初
優
勝

交流会では、貴重な体験談を聞くことができました。

【
夏
の
大
会
に
向
け
て
抱
負
を
一
言
】

▽
平
岡
恵
太
く
ん
（
レ
フ
ト
）

「
今
大
会
で
達
成
で
き
た
こ
と
を
今
後
も
続

け
て
夏
の
大
会
に
挑
み
た
い
。
バ
ン
ト
や

守
備
の
シ
フ
ト
な
ど
、
細
か
い
所
を
改
善

し
て
春
よ
り
も
良
い
形
で
臨
み
た
い
」

▽
藤
井
優
矢
く
ん
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
）

「
春
の
大
会
で
自
分
た
ち
が
で
き
た
こ
と
を

夏
の
大
会
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
」

▽
佐
藤
光
哉
く
ん
（
セ
カ
ン
ド
）

「
守
備
や
打
撃
な
ど
の
細
か
い
部
分
を
修
正

し
て
、
夏
の
大
会
に
臨
み
た
い
」

5 月 22 日、市役所田沢湖庁舎に優勝報告に訪れた平岡恵太くん、
藤井優矢くん、佐藤光哉くん（右から順に）。

初優勝を飾った神代中学校野球部の選手たち。

ドローンテクニカルチャレンジ in 仙北市
DRONE TECHNICAL CHALLENGE

　災害や事故が発生し、陸路での現場到達が困難な
状況において、ドローンを操縦し、現場の状況把握
や人命救助の一翼を担う、そんな人材の育成を視野
に入れ、本競技会を開催します。
　競技会は、近未来技術の更なる理解と浸透、賑わ
いの創出を図るとともに、ドローンの活用の可能性
を広げ、趣味の領域に留まらず、幅広い分野で活躍
する人材輩出に寄与することを目的としていします。

背景・目的

【学生部門】学生で構成されるチーム対抗戦。

▼ 1校1 チームのエントリーとし、原則5人で構成

すること。

▼使用機体はDJI Phantom3 professional（大会本部で貸出）

【一般部門】ドローン運用歴2年未満の個人戦。

▼使用機体は各自で持参すること。

※機体損傷に備え、保険加入をお奨めします。

参加資格

【学生部門】4 チーム / 無料

【一般部門】20人 /5,000円
※仙北市民枠：5人（無料）、応募多数の場合は抽選。

定員・参加料

【学生部門】トイドローン１人１機（Parrot Mambo）

【一般部門】高性能ミニドローン

　　　　　（DJI Spark Fly More コンボ）

優勝賞品

主催：ドローンテクニカルチャレンジ実行委員会　　共催：秋田ドローンコミュニティ・株式会社 skyer・仙北市

7月22日[土] 10:00 ～17:00 公式練習・学生部門競技▼

7月23日[日]   9:00 ～15:00 一般部門競技▼

▼ドローンテクニカルチャレンジ実行委員会

　E-mail info@dtc.life　 HP http://www.dtc.life/

▼仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315

ドローンテクニカルチャレンジに関する問合せ

ねんりんピック秋田２０１７ウォークラリー交流大会
　「一般参加の部」の出場選手を募集します ! ご家族やお友達同士でお誘い

合せのうえお申し込みください。たくさんのご参加をお待ちしています！

【日時】9月10日 日 受付8:00 ～、競技10:00 ～

【場所】角館高校定時制課程校舎駒草キャンパス、角館町内特設コース

【申込期限】8月4日 金 

【問合せ】ねんりんピック秋田2017

　　　　 仙北市実行委員会事務局

　　　　    （仙北市長寿支援課内）

　　　　☎43-2281

その他詳細は、広報に折り込みの

チラシをご覧ください。

　ドローンテクニカルチャレンジ実行委員会では、
競技会の開催にご協賛いただくことができる企業様

（1口30,000円～）、個人様（1口1,000円～）を募集
しています。詳細についてはお問合せください。

協賛のご案内

田沢湖スポーツセンター 体育館 （田沢湖生保内字下高野73-75）場　所

【お知らせ】  ドローン技術に関する講演会の開催について 

　ドローン技術に関する現状と利用方法について講演

会を開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。

【日時】6月21日㈬　13時 ～14時30分

【場所】田沢湖総合開発センター　2階　農林研修室

【講師】鳥潟與明氏（東光鉄工株式会社　UAV 事業部

　シニアマネージャー）

【申込・問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室

　☎43-3315
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